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明治19年 四日市に初めて火防組１組が組織される 消防夫59人

明治20年 火防組12組 消防夫864人となる

明治24年 火防組が消防組と改名される

明治25年 消防組23組 消防夫1,396人となる

明治27年２月 勅令をもって消防規則が公布される

明治28年12月26日 各町自警消防組を統合し、新たに四日市町消防組として発足
四日市町消防組 第１番組 川原町、末永、浜一色（橋北地区）

第２番組 西町、久六町、比丘尻町、堅町、南町、北町、上新町
（共同地区）

第３番組 中町、境町、八幡町、中新町、四ツ谷新町、南新町
（同和地区）

第４番組 浜町、北条町、下新町、新町（同盟地区）
第５番組 蔵町、北納屋町、中納屋町、桶ノ町、袋町、高砂町、

稲葉町、南納屋町（港地区）
第６番組 浜田、赤掘（浜田地区）

配置人員 組頭１人 小頭６人 消防手193人 合計200人
配備器具 ポンプ６ 大水桶12 小水桶64 梯子６

鳶口31 刺又６ 釣瓶13 斧６ 大縄６
纏６ 旗６ 高張提灯６ 弓張提灯62 消口札６

明治30年 市制実施とともに四日市町消防組も市に引き継がれる

大正６年10月 第５番組（港地区）に初めてガソリンポンプを配置

大正12年１月 総ての組にガソリンポンプを配置

大正15年 初めて自動車ポンプを購入し、組頭直属のもとに自動車隊が登場
昭和５年 市域の拡大に伴って第７番組（海蔵地区）第８番組（塩浜地区）が本市消防組に編入

昭和７年 本市上水道工事が完成し、消火栓355基を設置

昭和14年１月 政府は準戦時体制から戦時体制に切替え、警防団令を発令した

昭和14年４月１日 昭和６年頃に結成され、防空活動を行っていた防護団と消防組を合体一本化し、四日
市警防団を設置した
警防団は消防組と同一区画の８分団とした
定員 622人（内本部消防部16人）
分団に警防、消防、救護の３部を置く

初代警防団長 九鬼紋七氏

昭和15年１月16日 分団とは別に常備の本部消防部が組織され、部員が任命され事務所を市役所に置く
本部消防部定員 16人（部長１ 副部長１ 警防員14）
警防団の装備 自動車ポンプ ５台（内本部所属１台）

三輪自動車ポンプ１台 ガソリンポンプ ２台
サイドカー１台（本部所属１台）

初代部長 東 平三氏

昭和15年４月16日 本部消防部の勤務体制を２部制24時間勤務とし、望楼見張勤務を始める

昭和15年６月４日 本部消防部にポンプ自動車配置
日産ポンプ自動車 29ＡＴ式ＫＭＣ２段タービン26馬力
（警防団長 九鬼紋七氏の寄付）

昭和16年８月28日 本部消防部詰所に火災報知専用電話を設置（警察署より移転）

昭和16年 本市が富田町等２町３村を併合

昭和22年４月８日 千歳町に常備消防港派出所を開所
ポンプ自動車２台配備 本部員７人（本部と輪転勤務）

消防組織法が施行され、消防団は大正６年から続いていた警察行政から分離し、自治
体消防に形を変える

昭和23年３月７日

昭和24年３月29日 四日市市常備消防部を廃止し、四日市市消防本部を設置
消防職員55人 消防自動車４台（速消車１ 普通消防車３）
初代消防長に吉田千九郎氏（四日市市長兼務）就任

昭和26年６月20日 消防本部富田出張所を建設・開所 消防職員定員 70名

昭和29年５月８日 機構改革により消防本部を分離して四日市消防署を設置し、港、富田出張所をその傘
下に統一した

昭和29年11月15日 吉田千九郎氏消防長を退任

昭和29年11月16日 ２代目消防長に中村松次郎氏就任

四 日 市 市 消 防 の 沿 革
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昭和35年12月15日 救急業務を開始

昭和36年４月１日 消防職員定員 106名

昭和36年３月31日 中村松次郎氏消防長を退任

昭和36年４月15日 ３代目消防長に竹内鉄雄氏就任

昭和36年５月１日 機構改革により消防本部に次長を設け、総務・消防の２課、総務・整備・消防・予防
の４係を置き、消防署に総務・消防・予防の３係を置く
富田出張所を北出張所と改称

昭和37年１月20日 南出張所を開所

昭和38年４月１日 消防職員定員 125名

昭和38年５月24日 消防と海上保安部の船舶消防に関する業務協定締結

昭和39年４月１日 消防職員定員 139名

昭和39年10月１日 機構改革により四日市消防署を中消防署と改称、北出張所・南出張所をそれぞれ消防
署に昇格

昭和40年10月１日 桜、保々分遣所を開所

昭和41年４月１日 消防職員定員 159名

昭和42年４月１日 消防職員定員 166名

昭和43年３月31日 竹内鉄雄氏消防長を退任

昭和43年４月１日 ４代目消防長に冨山光三氏就任 消防職員定員 171名

昭和43年７月１日 四日市市と楠町、川越町、朝日町の救急業務に関する応援協定を締結

昭和44年３月31日 一斉指令装置を設置

昭和44年４月１日 消防職員定員 176名

昭和45年４月１日 機構改革により、本部の２課４係にあらたに予防課を設け、総務・消防・予防の３課、
庶務・装備・消防・通信救急・予防・危険物の６係とした中消防署港出張所を同署港
分署に昇格
消防職員定員 185名

昭和45年５月21日 中消防署港分署に双胴型消防艇「あさかぜ」を配備

昭和46年４月１日 消防職員定員 190名

昭和46年４月６日 北消防署庁舎改築（鉄筋コンクリート造２階建、建築延面積760.31㎡、
監視用テレビカメラ装置付）

昭和46年５月22日 消防と海上保安部の船舶消防に関する業務協定を改定締結

昭和47年３月31日 冨山光三氏消防長を退任

昭和47年４月１日 ５代目消防長に倉谷徳助氏就任

昭和49年４月１日 消防職員定員 191名

昭和49年６月４日 南消防署庁舎改築（鉄筋コンクリート造２階建、建築延面積 759.9㎡）

昭和50年３月31日 倉谷徳助氏消防長を退任

昭和50年４月４日 ６代目消防長に松村佳美氏就任 消防職員定員 193名

昭和50年10月１日 小山田分遣所を開所

昭和50年10月22日 四日市市、桑名市、鈴鹿市、亀山市及び長島町の高速道路における消防相互応援協定
を締結

昭和51年４月１日 消防職員定員 194名

昭和51年４月16日 機構改革により、本部予防課に指導査察係を置く

昭和52年３月25日 石油コンビナート等災害防止法に基づき、高所放水車、大型化学車、泡原液搬送車の
３点セットを中消防署に配備

昭和52年４月１日 消防職員定員 197名
昭和52年７月１日 機構改革により、本部に警防技監、主幹、主任を、消防署に副署長、主任の設置制度

及び中消防署に消防第３係を設け、本部通信救急係を通信指令室に改めた

昭和53年３月31日 通信指令室に防災指令装置を設置
松村佳美氏消防長を退任

昭和53年４月１日 消防職員定員 200名

昭和53年４月５日 ７代目消防長に渡邊靖三氏就任

昭和53年12月23日 四日市市と楠町、川越町、朝日町の救急業務に関する応援協定を改定締結

昭和29年12月１日 消防本部の機構改革により総務、整備、消防、予防の４係を置く

昭和32年４月１日 消防職員定員 90名

昭和32年11月１日 消防と警察の特別援助協力協定を締結

昭和34年２月24日 消防本部、消防署合同庁舎を新築し移転

昭和35年４月１日 消防職員定員 91名
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昭和58年10月１日 ８代目消防長に山口博氏就任

昭和59年４月１日 機構改革により、各消防署の庶務係を予防係に統合し、北、南消防署に消防第３係を
置き、総務課庶務係を総務係に、装備係を施設装備係に、消防課消防係を警防係に、
防災指導係を防災係に、予防課予防係を建築物係にそれぞれ改めるとともに主幹、主
査及び副主査制度を設けた
消防職員定員 236名

昭和59年10月31日
消防本部、中消防署合同庁舎改築（本館棟、鉄骨鉄筋コンクリート造５階
一部６階建、建築延面積3,829.09㎡）

昭和60年４月１日 消防職員定員 235名

昭和60年10月18日 桜分遣所改築

昭和62年４月１日 機構改革により消防本部に副参事を設け、研修所及び総務課企画係を統合し企画研修
室とした。消防課指令係に第３係を増設し、３係制とした
消防職員定員 240名

昭和62年11月30日 中消防署港分署に配備の消防艇「あさかぜ」を単胴船に更新

昭和63年３月31日 桜分遣所を廃止した

昭和63年４月１日 中消防署西分署を開設（鉄筋コンクリート造平屋建 延べ面積390.85㎡）、４月８日か
ら業務開始、４月18日竣工式を挙行。機構改革により、西分署に消防第１係、消防第
２係、消防第３係を設置し、港分署水上係を水上第１係、水上第２係、水上第３係に
改めた。
海上分団に普通ポンプ自動車（旧第４号車）を配備した

平成元年10月２日 消防業務のＯＡシステム（予防）の運用を開始した

平成２年３月31日 山口博氏消防長を退任

平成２年４月２日 ９代目消防長に島村隆氏就任

平成２年10月１日 「一人暮らしの老人に対する緊急通報事業」の運用を開始した

平成２年12月６日 中消防署にはしご付消防自動車（45ｍ）を配備

平成３年１月21日 消防業務ＯＡシステム（指令管制）の運用を開始した

平成３年２月28日 三重郡楠町、朝日町及び川越町と四日市市との間において消防事務委託に関する付属
協定書・同覚書の調印を行った。

平成３年４月１日 中消防署港分署庁舎移転・新築（鉄筋コンクリート造一部２階建延面積208.75㎡）
消防職員定員 245名

平成４年４月１日 三重郡楠町、朝日町及び川越町の消防事務受託に伴い消防職員を増員
消防職員定員 274名
県下初の女性消防吏員３名を採用

平成４年４月15日 消防本部次長を２人制とし、消防課に救急救助係を設けた

平成４年６月23日 救急救命中央研修所及び大阪市消防学校において各１名が研修を修了し、４月19日第
１回救急救命士国家試験に合格
県下初の救急救命士 ２名誕生

平成５年２月10日 三重郡楠町の消防事務受託に際し、南消防署を一部増築（事務所部分135.18㎡）

平成５年２月26日 三重郡朝日町、川越町の消防事務受託に際し、北消防署朝日川越分署を建設（鉄筋コ
ンクリート造一部２階建、延面積560㎡）竣工式を挙行

平成５年３月１日 三重郡楠町、朝日町、川越町の消防事務を受託し業務開始
水槽付消防ポンプ自動車１台、救急車１台、広報車、軽トラック各１台を配備、予防
係、消防第１係、消防第２係、消防第３係を設置し、分署長以下18名で業務を開始し
た

昭和54年４月１日 消防職員定員 207名

昭和55年４月１日 機構改革により、本部の主幹を課長補佐に改め主任を廃止し、総務課に企画係を、消
防課に防災指導係を置き、通信指令室を指令第１及び第２係に改めた。消防署の副署
長を署長補佐に改め、主任を廃止した
消防職員定員 215名

昭和56年２月26日 中消防署に救助工作車を配備

昭和56年４月１日 消防職員定員 222名

昭和57年４月１日 消防職員定員 227名

昭和57年12月１日 三重県救急医療情報システム地域救急医療情報センターを開設し、運用開始

昭和58年４月１日 消防職員定員 232名

昭和58年９月30日 渡邊靖三氏消防長を退任
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平成10年４月１日 機構改革により、消防本部総務課の所管として情報指令室を置き、同課施設装備係を
装備係に、消防課を消防救急課に、同課の防災係及び救急救助係を統合し地域安全係
とし、予防課を予防保安課に、同課の建築物係を予防係に、危険物係を保安係に、指
導査察係を安全指導係に、各消防署及び朝日川越分署の予防係を指導係に、中消防署
の消防第１～３係及び特別救急救助第１～３係を消防救助第１～３係及び救急係に改
称し、北消防署及び南消防署に救急係を設置した。消防職員定数293名

平成10年10月５日 北勢地域携帯電話119番通報運用開始

平成11年３月31日 小山佳志氏消防長を退任

平成11年４月１日 消防職員定員 292名

平成11年４月３日 11代目消防長に星合隆毅氏就任

平成11年10月１日 北消防署保々分遣所を廃止し、新たに北消防署北西救急分駐所（職員３名、救急車１
台）を開設

平成14年２月27日 中消防署に救助工作車（Ⅲ型）を増強配備した

平成14年３月31日 小山田分遣所を廃止

平成14年４月１日 機構改革により北消防署消防係を消防救助係に改め、救助工作車の運用を開始した

平成14年10月１日 小山田地区市民センター内に、新たに南消防署西南救急分駐所（職員３名、救急車１
台）を開設

平成15年３月31日 星合隆毅氏消防長を退任
消防音楽隊活動休止

平成15年４月１日 12代目消防長に鈴木史郎氏就任

平成５年４月１日 機構改革により、消防本部に通信指令室を設け消防課の所管とし消防署に副参事を設
けた
中消防署に特別救急隊を設置し、高規格救急車の運用を開始した
消防音楽隊を再結成し、練習・訓練を開始した
消防職員定員 284名

平成６年４月１日 機構改革により、中消防署港分署の水上第３係を廃止した
消防職員定員 286名

平成７年３月３日 四日市市消防本部・四日市市消防団連名で、消防庁長官表彰・表彰旗を受章

平成７年４月１日 消防職員定員 290名

平成８年３月31日 島村隆氏消防長を退任

平成８年４月１日 10代目消防長に小山佳志氏就任

平成８年４月１日 消防職員定員 294名

平成８年７月12日 消防緊急通信指令システム運用開始

平成９年４月１日 機構改革により、消防本部に防災教育センター、中消防署に特別救急救助第１、第２、
第３係を設けた

平成９年４月10日 北消防署、防災教育センター竣工

平成10年２月１日 予防システムのＯＡ機器更新

歴 代 消 防 長

代 氏 名 在 職 期 間

初 吉 田 千 九 郎 昭 和 24年 ３月 29日 ～ 昭 和 29年 11月 15日

２ 中 村 松 次 郎 昭 和 29年 11月 16日 ～ 昭 和 36年 ３月 31日

３ 竹 内 鉄 雄 昭 和 36年 ４月 15日 ～ 昭 和 43年 ３月 31日

４ 冨 山 光 三 昭 和 43年 ４月 １日 ～ 昭 和 47年 ３月 31日

５ 倉 谷 徳 助 昭 和 47年 ４月 １日 ～ 昭 和 50年 ３月 31日

６ 松 村 佳 美 昭 和 50年 ４月 ４日 ～ 昭 和 53年 ３月 31日

７ 渡 邊 靖 三 昭 和 53年 ４月 ５日 ～ 昭 和 58年 ９月 30日

８ 山 口 博 昭 和 58年 10月 １日 ～ 平 成 ２年 ３月 31日

９ 島 村 隆 平 成 ２年 ４月 ２日 ～ 平 成 ８年 ３月 31日

10 小 山 佳 志 平 成 ８年 ４月 １日 ～ 平 成 11年 ３月 31日

11 星 合 隆 毅 平 成 11年 ４月 ３日 ～ 平 成 15年 ３月 31日

12 鈴 木 史 郎 平 成 15年 ４月 １日 ～ 現 在




